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(57)【要約】
【課題】電動アセンブリを自転車に簡単に取り付けてな
る電動自転車の提供。
【解決手段】本発明は電動アセンブリを自転車に簡単に
取り付けてなる電動自転車であり、該電動アセンブリは
、駆動歯車、薄型モータ、電池セット、駆動ボタン、伝
動歯車装置を包含し、該駆動歯車は、スポークに固定さ
れ、並びに車輪軸と同心とされ、該薄型モータはフォー
クに固定され、該電池セットは自転車のフレームに掛け
置き可能なケース内に取付られ、該駆動ボタンは自転車
のハンドル或いはその他の適当な位置に取付られて、該
薄型モータのオン・オフ制御に用いられ、モータの動力
を該伝動歯車装置を介して歯車装置に伝達し、これによ
り同心の車輪の回転と停止を制御し、電動自転車の使用
機能と効果を達成する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自転車の前輪或いは後輪に電動アセンブリを組み付けてなる電動自転車であって、該電
動アセンブリは、
　自転車の車輪の輪軸と同心に、車輪のスポークに固定された駆動歯車と、
　該車輪のフォークに固定された薄型モータと、
　該薄型モータと該駆動歯車の間に取付られて、該薄型モータの動力を該駆動歯車に伝動
する伝動歯車装置と、
　ケース内に取付られて、該ケースが該自転車のフレームの任意の位置に着脱自在に掛け
置かれた電池セットと、
　該自転車のハンドル或いはその他の適宜位置に設置されて、モータスイッチと組み合わ
されて使用者の操作により該モータスイッチを制御する駆動ボタンと、
　を包含し、該駆動ボタンの操作により該薄型モータの動力が、該伝動歯車装置を介して
該駆動歯車に伝えられて、該駆動歯車を介して車輪に伝えられて、車輪の回転と停止が制
御されることを特徴とする、電動自転車。
【請求項２】
　請求項１記載の電動自転車において、該伝動歯車装置が、該薄型モータの動力出力軸に
取付られた第１伝動歯車と、該第１伝動歯車と噛み合う変速歯車、及び該変速歯車の軸の
端部に設置された第２伝動歯車を包含し、該薄型モータの動力は該第１伝動歯車から変速
歯車、さらに第２伝動歯車を介して該駆動歯車に伝動されることを特徴とする、電動自転
車。
【請求項３】
　請求項１記載の電動自転車において、該駆動歯車は二つの半円形歯車が組み合わされて
成る歯車であることを特徴とする、電動自転車。
【請求項４】
　請求項１又は２記載の電動自転車において、該駆動歯車の該スポークとの結合面に、該
スポークとの結合を安定させるためのスポーク溝が形成されたことを特徴とする、電動自
転車。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種の電動自転車に係り、特に、電動アセンブリを一般の自転車に簡単に取り
付けてなる、電動自転車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の電動自転車は、モータと電池で主要な電動アセンビリを構成し、それを自転車に
取り付けて電動自転車となしている。このモータと電池は体積が大きく且つ重く、使用者
が自転車に自分でこの電動アセンブリを取り付けて電動自転車となすことはできず、自転
車メーカーが出荷前に該モータと電池の電動アセンブリを自転車に組み付ける。このため
、自転車使用者は自分の好みの自転車のスタイル、或いは乗るのに適した自転車を選ぶこ
とができず、更に自分が現在所有している自転車に電動アセンブリを組み付けて電動自転
車とすることはできない。ゆえに、明らかに、周知の電動自転車は使用者の必要を満足で
きず、且つ、重いために走行時の負担と電力消耗が増し、コストも高くなり環境保護に寄
与せず、以上が周知の電動自転車の主要な欠点である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、前述の周知の電動自転車がモータと電池を電動アセンブリとして使用
し、自転車使用者により好みの自転車スタイルを選択できず、或いは乗るのに適した自転
車を選ぶことができず、更に自分が現在所有している自転車に電動アセンブリを組み付け
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て電動自転車とすることはできないという欠点を解決し、一般の自転車に使用者が自分で
電動アセンブリを組み付けて形成する電動自転車を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の電動自転車は、自転車に電動アセンブリを組み付けてなり、該電動アセンブリ
は、駆動歯車、薄型モータ、電池セット、駆動ボタン、伝動歯車装置を包含し、該駆動歯
車は、スポークに固定され、並びに車輪軸と同心とされ、該薄型モータはフォークに固定
され、該電池セットは自転車のフレームに掛け置き可能なケース内に取付られ、該駆動ボ
タンは自転車のハンドル或いはその他の適当な位置に取付られて、該薄型モータのオン・
オフ制御に用いられ、モータの動力を該伝動歯車装置を介して歯車装置に伝達し、これに
より同心の車輪の回転と停止を制御し、電動自転車の使用機能と効果を達成する。本発明
は、使用者が簡単に且つ容易に電動アセンブリを一般の自転車に取り付けて形成できる電
動自転車であるのみならず、使用者が自分の好みの自転車スタイルと自分の乗車に適合す
る車体タイプを選択でき、さらに、使用者が既に所有している自転車に自分で電動アセン
ブリを取り付けることで形成できる電動自転車であり、大幅にコストを節約できる。さら
に、本発明の使用する薄型モータは薄く体積が小さく、軽量で、節電できる等の長所を有
し、これにより、本発明の電動自転車の構造は従来にはなく、且つ体力と電力を節約でき
、取付と修理が容易である等の予期される使用効果を有する。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明の電動自転車の電動アセンブリは体積が小さく、軽量で、取付が簡単で便利であ
り、使用者が自分で自分の好みや自己の乗車に適合する自転車に取付られ、且つ前輪、後
輪のいずれにも取付可能で、ハンドルに設けた駆動ボタンにより、操作が簡便であり、取
付と修理のいずれも簡単で、産業上の利用価値を有し、特許の要件に符合する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図１は本発明の電動自転車であり、それは自転車に電動アセンブリを組み付けてなり、
該電動アセンブリは、駆動歯車１、薄型モータ２、伝動歯車装置３、電池セット４、駆動
ボタン５を包含する。
【０００７】
　図２に示されるように、該駆動歯車１は、車輪６のスポーク６１に固定され、並びに車
輪軸と同心とされ、その取付をさらに容易に、便利にするため、該駆動歯車１は実施例で
は、二つの半円形歯車１１、１２を組み合わせてなり、並びにその結合面にスポーク溝が
設けられてスポークに組み合わされ、これによりその結合が安定し強固なものとされる。
該薄型モータ２はフォーク６２に固定される。
【０００８】
　図１を参照されたい。前述の伝動歯車装置３は、薄型モータ２の動力出力軸２１に取付
られた第１伝動歯車３１と、該第１伝動歯車３１と噛み合う変速歯車３２、及び該変速歯
車３２の軸の端部に設置された第２伝動歯車３３を包含し、モータ動力は第１伝動歯車３
１から変速歯車３２を介して第２伝動歯車３３に伝動され、第２伝動歯車３３から駆動歯
車１に伝動される。
【０００９】
　図３に示されるように、前述の電池セット４はケース内に取付られ、該ケースは自転車
の任意のフレーム位置に取付け可能であるほか、その他の位置に掛け置き可能であり、容
易に着脱でき携帯に便利な機能を達成し、盗難を防止でき、また、充電に便利である。
【００１０】
　前述の駆動ボタン５は自転車のハンドル或いはその他の適宜位置に設置可能であり、す
なわち、モータスイッチ２２と該駆動ボタン５の設置は相互に組み合わされる関係とされ
、該駆動ボタン５により該モータスイッチ２２を制御するのに便利である。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】本発明の電動アセンブリの組合せ関係表示図である。
【図２】本発明の電動アセンブリの自転車への取付表示図である。
【図３】本発明の電動アセンブリを取り付けてなる電動自転車の表示図である。
【符号の説明】
【００１２】
１　駆動歯車　　　　２　薄型モータ
３　伝動歯車装置　　４　電池セット
５　駆動ボタン　　　６　車輪
１１、１２　半円形歯車　　２１　動力出力軸
２２　モータスイッチ　　　３１　第１伝動歯車
３２　変速歯車　　　　　　３３　第２伝動歯車
６１　スポーク　　　　　　６２　フォーク

【図１】 【図２】

【図３】
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